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オ ピ ニ オ ンヴ
ァ

ン

・

リ
ー
ド

評
に
つ

い

て

島
岡

宏

　

今
日

入
類
が

直
面
す
る

難
問
の
一

つ

に
、

大

量
の

難
民
や

集
団
移
住
労
働
者
を

め

ぐ

る

深
刻
な

社
会
問

題
が

あ
る

。

人
類
に

課
せ

ら

れ

た

課
題

に

わ

れ
わ

れ

日

本
入
も
無
関
心

で

い

る

こ

と

を
許
さ

れ

な

い
。

問

題
解
決
の

道
を
探
る

時
、

日

本
人
移
民
の

苦
難
の

歴

史
は

恰
好
の

指
針
と
な

る
。

移

民
で

は

な

く

む

し
ろ

棄
民
の

色
濃
い

歩
み

は、

大
量

人
目

移
動
の

も

つ

本

来
の

意
味
を
わ
れ

わ
れ

に

問
い

か

け

る。

な

か

で

も

海
外
集
団

移
民
の

草
分
け
に

目

を
向
け

、

彼
等

の

足

跡
を
歴

史
の

表
舞
台
に

登
場
さ

せ

る
こ

と
は

そ

の

第

一

歩
と
な

る
。

　
ハ

ワ

イ

官
約
移
民

100

年
を

翌
年
に

ひ

か

え、

知
ら

れ
る

こ

と
の

少
な

い

わ

が

国
の

海
外
集
団
移
民

に

歴
史
の
「

ペ

ー

ジ

を

裂

く
西
野
照
太

郎
先
生
の

こ

高
論

「

慶
遮
四

年
の

グ

ア

ム

労
役
出
稼
人
」

　
（

第
23

号
誌
上）
、

【，
ヴ

ァ

ン

・

リ

ー

ド

と
ハ

ワ

イ

の

関
係
」

（

第
24
号
誌
⊥）

は、

そ

の

意

味
で

き
わ

め

て

意
義

深
い

も
の

で

あ
る

。

　
「

広
く
国

民
に

知

ら

せ

る

こ

と

は

太
平
洋
学
会
の

使
命
で

は

な

い

か
」

と

の

ご

指
摘

は

異
論
の

挟
む

余
地
が

な
い
。

團

　

た

だ

移
民
を
あ
っ

せ

ん

し
た

ヴ

ァ

ン

・

り

ー

ド

評

に

対
し

て

少
し

疑
義
を
差

し

挟
ん

で

お

き

た

い
。

西

野
先
生
は、

〈

ヴ

ァ

ン

リ

ー

ド

に

よ

る

日

本
人
年
期

契
約
労
働
者
の

募
集
は、

日

本
版
「

ブ

ラ

ッ

ク
バ

ー

デ
ィ

ソ

グ
」

だ
っ

た

の

で

あ

ろ

ら

か
。

V
「
第

23
号
誌

上
）

と
記
し、

日

本
側
の

ヴ
ァ

ン

・

リ

ー

ド

観
の

代

表
的
な

も
の

と

し
て

、

ヴ

ァ

ン

・

り
ー

ド

に

好
意
的

で

な

い

小
野
秀
雄
氏
の

「

幕
末
明

治
新
聞
全
集
』

第

4
巻
の
「

文
を

引
用
さ
れ

て
い

る
。

（

第

以

号
誌
上
）

　

確
か

に
丁
四

野

先
生

の

ご

指
摘
の

よ

う

に

ヴ

ァ

ン

・

り
ー

ド

に

対
す
る

評

価
は

悪
評

が

目
に

つ

く
。

不
良

外

人
の

第
一

号
と

酷
評
す
る

書
物
さ

え

み

ら

れ

る

（
高

梨
健

吉
一．
開
国
期
の

英
語
』）

。

　

特
に
官

回

橋
是
清
渡
米
あ
っ

せ

ん

事
件
は

ヴ
ァ

ン

・

リ

ー

ド

の

悪

名
を

永
久
に

残
す
も

と
に

な
っ

た
。

ヴ

ァ

ン

・

り

ー

ド

は

是
清
の

渡
米
を

あ
っ

せ

ん

し、

し

ば

ら

く
サ

ン

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

の

両

親
の

家
に

家
僕
と

し
て

置
い

た

の

ち、

あ
た

か

も

奴
隷
の

ご

と

く、

是

清
を

オ

ー

ク

ラ

ン

ド

の

富
豪
ブ

ラ

ウ

ン

家
の

家
僕
に

転
売
し

て

世
人
の

ひ

ん

し
ゅ

く

を

買
っ

た
。

　
（

高
橋

是

清
『．
高
橋
是
清
自
伝
』

）

　
ま
た

元
年
者
移
民
あ
っ

せ

ん

の

行
為
も
当
時
の

世

論
か

ら

厳
し

い

目
で

み

ら
れ、
　「、
黒
奴
売
買
の

所
業

に

ひ

と
し

き

事
」

と
し

て

井
難
を

う
け

た
（「．
中
外
新

聞
」

第
20
口
写
）

。

明
脇

旧

政
府
か，
り

は
ハ

ワ

イ

駐
目

総

領
事
と

し
て

の

地

位
を

認
め

ら

れ
ず、

一

時
は

総
領

事
の

役
職
も
辞
任、

日

布
修
好
通
商
条
約
締
結
後
に

外
交
交
渉
に

た

ず
さ

わ

ら

な

い

と
い

う
条
件
で、

復

帰
を
認
め

ら
れ

た

ほ

ど
で

あ
（、
た
。

　

し

か
し

私
は

日

頃

か

ら
ヴ

ァ

ン

・

り

ー

ド

を

「

移

民
の

生
み

の

親
」
（
官

約
移

民

実
現

の

立
役

者
ロ

バ

ー

ト
・

ウ
ォ

ー

カ

ー

・
ア

ー

ウ

ィ

ン

を
「

移
民
の

父
一
）

と

呼
び

、

ヴ
ァ

ン

・

リ
ー

ド

の

移
民
あ
っ

せ

ん

を

高

く
評
価
し
て

い

る
。

　
ヴ

ァ

ン

・

り
ー

ド

の

移
民
あ
っ

せ

ん

が

崇
高
な
理

念
に

基
づ

く
行
為
で

は

な

く、

商
入
的
発

想
に

よ

る

手
数
料
稼
ぎ
に

あ
っ

た

こ

と

は

い

う

ま
で

も
な

い
。

し

か

し

ヴ

ァ

ン

・

ワ

ー

ド

の

目
的
が
い

ず
れ

に

あ
っ

た
に

せ

よ、

ま

た

彼
の

行
為
が

功
罪
相
半
ば

す
る

も

の

で

あ
る

に

せ

よ
、

日

本
人

の

海
外
発

展
の

礎
を
つ

く
（．
た

点
に

お

い

て、

ま

ぎ

れ

も
な

く
ヴ

ァ

ン

・

リ

ー

ド

は

明
治
日

本
を
つ

く
り

あ
げ

た

貢
献
者
の
一

人

に

あ
げ
る

こ

と
が

で

き
る．．

　
も
し
一

人

の

ヴ
ァ

ン

・

リ

ー

ド

も

い

な

か
っ

た

な

ら、

ま

た

日

本
最

初
の

ハ

ワ

イ

集
団
移
民
の

実
現

に

そ

の

命
を
か

け
た
一

人

の

移
民

周

旋
人

の

行
為
が

な

か
っ

た

な

ら
ば、

元

年
者
ハ

ワ

イ

渡
航
の

歴
史
的
一

べ

ー

ジ

は

開
か

れ

て

い

な

か
っ

た

か

も

知
れ

な
い

。

　
あ

る

い

は

そ

の

後
明
治

ー

8
年
（

1885

年）

か

ら

続
く
官
約
移
民

の

実
現
も、

ま
た

今
日

日

系
市

民
が

活
躍
す
る
ハ

ワ

イ

の

姿
も
そ

の

形

を
か

え
て

い

た

か
も

知
れ

な
い

の

で

あ
る

。

ま

さ
に

ヴ

ァ

ン

・

リ

ー

ド

の

残
し

た

功
績
は

大
き
い

と
い

わ

ね

ば
な

ら

な

い
。

今
日

改

め

て

正
し

い

評

価
を

ヴ

ァ

ン

・

り

ー

ド

に

与
え

る
べ

き
で

あ
る

。
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グ
ア

ム

島
移
民
と
ヴ

ァ

ン

。

リ

ー

ド

の

関
係
に
つ

い

て

は、

松
永
秀
夫
氏
の

く

こ

れ
は

「
表
面
の

立
役

者
で

な
か
っ

た
」

と
み
る

方
が

正

し

い

よ

う

で

あ

る
。

し

か
し、

こ

の

移
民
に

ヴ

ァ

ン

リ

！

ド

の

役
割
が
一

枚
加
わ
っ

て

い

た

こ

と

は、

記
憶
に

入
れ
て

お

い

た

ほ

う
が
よ

い

∀
（
『

ハ

ワ

イ

移
民
「

元
年
者
」

の

横
浜

出
帆
』

）

と
の

ご

指
摘
を
紹
介
し

て

お

く
。

　
ヴ

ァ

ン

。

り

ー

ド

は

多
方
面
で

多
才
な

才
能
を
発

揮
し
た

。

 
ハ

ワ

イ

駐
日

総

領
事
や
ア

メ

リ
カ

領
事

館
書
記

生
・

館
員
と
い

っ

た

公

人
の

顔、

 
ハ

ー

ド

商
会
と

提
携、

政
商
の

一

人

と

し
て

暗
躍、

貿
易
商

入、

諸
藩
へ

の

武
器
の

売
り
込

み
、

汽
船
売
買
の

仲

介
人、

外
国
米
売
捌
所
の

開
設、

銀
相
場
師、

海
員

宿
の

経
営
な

ど
の

商
人

の

顔、

 
新
聞
「

横
浜
新
報

も
し
ほ

草
」

の

創
刊、

地
図
「

万
国
蒸
気
船
航
海
路

程
図
」

・

「

蒸

気
船
航
海
路
程
図
」

・

「

新
改

正

万

国

表
」

の

発
刊、

日

英
会
話
書
「

商
用
会
話
』

・

『

和
英

商
話
』

の

発

刊
と
い

っ

た

文
化
人
の

顔
を
も
っ

て

幕

末、

明
治
の

動
乱
の

時
代

を
生
き

抜
い

た
。

　

に

も
か
か

わ

ら
ず
ヴ

ァ

ン

・

リ
ー

ド

評
が

芳
し
く

な
い

の

は、

ヴ

ァ

ン

・

り
ー

ド

自
身
に

も
多
く

の

問

題
が

あ
る

も
の

の
、

 
ヴ

ァ

ン

・

リ

！

ド

が

日

本
の

言
語、

風

俗、

習
慣
に

通
じ

た

風
変
わ
り

な

外
人
で、

度
の

過

ぎ

た

郷
に

入
り
て

は

郷
に

従
え
式
の

生

活
に

好
感
を
も
た

れ
て

い

な

か
っ

た

こ

と
。

 
商
人

ヴ
ァ

ン

・

リ

t
ド

を
こ

と
さ
ら

強
謂

す
る

あ
ま

り、

何
事

も
た

だ

金
儲
け
の

た
め

で

あ
っ

た

と

曲
解
さ

れ

て

い

る

こ

と
。

 
ヴ
ァ

ン

・

リ
ー

ド

の

呼
名
の

問
題、

な

ど
が

そ

の

背
景
に

あ

げ
ら
れ

る
。

　

こ

と

に

呼
名
は
一

定
せ

ず、
　
＜

詈
　
穿
。

亀

を

ヴ

ア

ン

・

り

ー

ド、

ヴ
ァ

ン

リ

…

ド

（
英
語

式
発
音
に

よ

る

表
記
）

、

ウ
エ

ン

リ
ー

ト、

ウ

エ

ン

リ

ー

ド、

ヴ

エ

ン

リ
ー

ド、

ウ

エ

ン

ル

イ

ド、

ウ

イ

ン

リ

ウ

（

オ

ラ

ン

ダ

系
ア

メ

リ

カ

入
を

念
頭
に

お

い

た

と

思

わ
れ

る

表
記
）

、

ベ

ン

リ
ウ、

彎
理

度
（

「
横
浜

新

報
も
し

ほ

草
」

の

署
名）

と
多
種
多
様
に

表
記
さ

れ

た
。

ヴ

ァ

ン

を
名、

り
ー

ド

を
姓
と

す
る

問
違
っ

た

著
作
も

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
名

目
に

っ

く。

同
時
代
の

「

横
浜
開
港
見
聞
誌
』

も
ウ

夷

肇
・

ウ
瑞

ン

警
と

し
て

い

る

個

所
が

あ

る
。

　
こ

う

し
た

名
前
の

表
記
の

多
様

さ

が

誤
解
を
生
み、

正

し
い

業
績
評
価
や

人
物
評
価
に

つ

な

が

ら
な
い

一

因
に
（
、6

っ

た
。

　
ヴ
ァ

ン

・

リ

ー

ド

の

日

本
通

は、

彼
に

政
商
へ

の

道
を
開
き、

文
化
活
動
の

源
と

な

り、

移
民
の

あ
っ

せ

ん

に

心
血
を

注
が

せ、

ハ

ワ

イ

駐
日

総
領
事
に

ま

で

至
ら
し

め
る

原
動
力
に

な
っ

た

こ

と
を

無
視
し

て

は

な

ら
な

い
。

　
と

り

わ

け
ヴ

ァ

ン

・

リ

ー

ド

の

文
化
面

で

の

活
動

は

注
目
に

値
す
る

。

ア

メ

リ

カ

人

に

よ

る

本
邦
第
一

号
の

編
集
・

出
版

と
さ

れ

る

日

英
会
話
書
『

商
用
会

話
』

（
文

久

元
年
、

1861

年
／

1
月
に

出
版、

翌

文
久
2
年
に

『

和
英
商
話
』

と

改
題
」

）

は、

当
時

の

ベ

ス

ト

セ

ラ

ー

に

な
っ

た

と

い

う
（
松
永
秀
夫
「

元

年
者
を

実
現
し

た

ヴ
ァ

ン

リ

ー

ド

の

生
涯
」

）

。

内
容

的
に

も
優
れ
た

会
話
書
で、

日

本
英
学
史
上
非
常
に

価
値
の

高
い

著
作
で

あ
る

（

重

久
篤
太
郎
『

日

本
近

世
英
学
史
』

）

。

　

こ

れ
だ

け

の

も
の

を
来
日

わ

ず

か

2
年
半
の

う

ち

に

ま

と
め

た

ヴ

ァ

ン

・

リ

ー

ド

の

才
覚
や

努
力
は

高

く
評
価
さ

れ

る
べ

き

で、

当
代
随
一

の

文
化
人
の
一

人
で

あ
っ

た

と

い

っ

て

も
過
言
で

は

な

い
。

ヴ
ァ

ン

・

り
ー

ド

は

決
し
て

不
良
外
人
呼
ば
わ
り

さ
れ

る

よ

う

な

見
識
の

劣
る

人

物
で

は

な

く、
　
「

移

民
の

生
み

の

親
」

の

名
に

恥
じ

な
い

人
物
で

あ
っ

た
。

　
な

お、
　
「

横
浜
新
報
も
し

ほ

草
」

の

創
刊
に

関
し

て

は、

　
「

ヴ
ァ

ン

・

り

ー

ド

発

行
と

い

う
形
式
に

し

て、
　
「

も
し

ほ

草
』

発
行
を

吟
香
が

企
画
し

た

と

見

る

の

が

妥
当

で

あ
る

。

居
留
地

外
人
の

治
外
法
権
と

い

う
特
権
を

活
用
す
る

手
段
は、

彦
に

協
力
し

て

「

新

聞
誌
』

を
発

行
し
た

経

験
を

持
つ

吟
香
の

発

想
と

見

る
の

が

真
相
に

近
い．）
」

（

近

盛
晴
嘉
一，
ジ

ョ

セ

ブ

彦

記
念
会
誌
」

第
13
号
）

と
す
る

指
摘
も

あ

る
。

バ

ッ

ク
ナ
ン

バ

ー
に

つ

い
て

　
太
平
洋
学
会
誌
の

バ

ッ

ク

ナ

ン

バ

ー

は

創
刊

号
か

ら
全

部
揃
っ

て

お
り

ま

す
。

各
号
と

も
会

員
に

対
し

て

は
一

珊
一
、

二

五

〇
円
（

送
料
無

料
）

で、

会ロ
貝

以

外
の

方

に

は

送
料
共
一

冊

一
、

五

〇
〇
円
で

お

分
け
し

て

お

り

ま
す
の

で、

ご
希
望

の

方
は、

郵
便
振
替
口

座
東
京
＝ 、

⊥
ハ

五

七
五
】

ま

た

は

現
金
書
留
に

て

お

申
込
み

く

　
　
　

　
　

ヘ

　
ロ

だ

さ

 

　
　
　

　
　
　
　

〈

太
平
洋
学
会
事
務
局
〉
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